
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 6 日（日）に行われた今年度の曲中祭。「ＨＥＲＯ

～我らが青春 華の如く～」のテーマのもと、生徒

一人一役でたくさんのお客様をお出迎えしました。 

 ステージ発表の午前は、1･2 年生による校歌合唱か

ら 3 年生の劇まで、午後は吹奏楽の演奏から最後は 3

年生による「大いなる秋田」でフィナーレを迎えま

した。たくさんのお客様から大喝采の拍手をいただ

きました。また、各種展示やＰＴＡの売店、屋台コ

ーナーなども大盛況で、生徒全員が達成感を味わっ

たようです。保護者の皆様、地域の皆様、ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 第 54 回大曲仙北児童生徒理科研究発表会 

   最優秀賞「布についたインクの脱色法」 

    高橋英汰、押久保信、小田嶋航路 

    高橋華秀、大友寧々 

   最優秀賞「線香花火の研究」 

    菅原和希、北村諒太、富樫美智弥 

   最優秀賞「有害物質の除去方法 PartⅡ」 

    益滿昂佑、佐藤光、渡辺周椰 

    加藤唯人、嵯峨颯人 

 

 

 

 

 

  

 

 

 9 月に裏若竹道路で起こった自転車（曲中生）と自

動車との接触事故。原因は自動車の一時不停止と前

方不注意で、幸い自転車の破損と軽傷で済みました

が、ひとつ間違うと重大な事故になり得る可能性も

ありました。裏若竹道路は、道幅が狭い割に交通量

が多いのが特徴です。そのような道路でスピードを

出して自転車に乗っている曲中生を見かける時があ

ります。いつ何時自動車が路地から出てくるかもし

れません。危険予知能力を働かせて、安全なスピー

ドで登下校してほしいと思います。 

 また、若竹町内会が今回のような事故が再び起こ

ってほしくないということで、事故のあった交差点

に「止まれ」の警告の看板を設置してくださいまし

た。「曲中生のために設置した」と大友若竹町内会

長が話してくださっています。曲中生の安全を考え

てくださり、本当に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 第 71 回全日本合唱コンクール東北支部大会  

        合唱部 中学生の部 銀賞 

・ 第 58 回秋田県中学校秋季陸上競技大会 

    男子共通 800ｍ  第 1位 小田嶋圭隆 

    男子 1年 1500ｍ 第 5位 児玉慶音 

    男子共通 200ｍ  第 7 位 安達楓太 

    女子 1年 1500ｍ 第 5位 細井杏桜 

    女子共通走幅跳  第 8 位 太田結依 

・ 大和田良平杯女子中学生バレーボール大会優勝 
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本日は前期の終業式。今年度の折り返し地点です。 

 前期の目標は達成できましたか？目標は立てて終

わりではなく、目標を達成できたかどうか検証する

ことが大切です。達成できた場合は、さらにランク

ＵＰした目標を後期に設定し、達成できなかった場

合は、その原因を自分なりに分析して後期に備えて

ほしいものです。明日 11 日（金）から 16 日（水）

まで学校が休みになり、17 日（木）に後期始業式に

なります。６日間の休み中に後期の準備をしておき

ましょう。なお、後期からは完全衣替えで冬の制服

になります。準備をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期の振り返りと後期に向けて 

１年２組  三浦 七瀬 

 私は、中学校に入る前は中学校の行事が楽しみでし

た。先輩たちから聞いていたのは曲中祭がとても楽し

いということでした。そういう期待を持って入学式を

迎えました。入学式では一人一人、名前を呼ばれて返

事をするのがとても緊張しました。そして、初めて聞

く校歌がとても長くてびっくりしました。さすがは日

本一長い校歌だなと思いました。中学校での授業が始

まり、教科ごとに先生が変わることで、より詳しい内

容の授業を受けることができて嬉しかったです。授業

以外でも部活動の種類が小学校に比べてとても多くな

りました。その中で私は生活科学部に入部しました。

私は花ふきん作りや着物の着付けを体験しました。今

まで経験がなかったのでとても楽しかったです。中学

校生活が始まってからはテストに苦労しました。中学

校のテストは小学校のテストと違って、順位が出ます。

私は、前期中間のテストではあまり良い順位ではなか

ったのですが、１点でも多く点数を取れるように頑張

ったことで、今では順位が上がり、勉強したことが自

信になりました。前期はだいぶ中学校生活に慣れ、友

達もたくさん増えたので、後期はより一層勉強と部活

動を頑張って、中学校生活を充実させていきたいです。

大曲中学校の目標である「よく生きよ」。たった５文字

の言葉に私は多くのことを考えます。皆さんはどう考

えるでしょうか。私は卒業までにそれを見つけたいで

す。 

 

 

 

前期の成果と後期の目標 

                      ２年９組 堀内 京 

  二年生になって半年が過ぎました。一年生の頃より成

長した部分と、まだまだ足りない部分がはっきりとして

きました。私が、前期で成長し成果を出すことができた

と思うことは二つあります。 

 一つ目は、学級の副委員長として委員長とともに学級

をまとめ、引っ張ることができたことです。自分から意

見を言えたり、ダメだと思ったことには注意したりでき

るようになりました。 二つ目は学習に対する取り組み

です。一年生の頃は授業中に先生の話していることがあ

まり理解することができませんでした。これではいけな

いと思い分からないことは友達に聞いたり、家庭での学

習量を増やしたりしたところ、先生の話が分かるように

なり授業に集中できるようになりました。成果もあった

前期でしたが、課題もはっきりしました。後期に頑張っ

ていきたいことは二つあります。 

 一つ目は、学級でも部活動でももっと意見をはっきり

と言えるようになることです。何かを決めるときに全員

が納得して決めることができるように、全体のことを考

えた発言を増やしていきたいです。二つ目は、学習です。

三年生の先輩方が受験に向けて頑張っている姿を見て、

まだまだ学習量が足りないと感じました。特に数学に力

を入れ、苦手を克服していきたいです。 

  後期は、先輩たちに受験勉強に集中してもらうため

に、私たち下級生が全校のリーダーとなって頑張ってい

かなければなりません。先日行われた曲中祭はとても感

動しました。来年、私たちが先輩たちのようなヒーロー

になれるよう、今からしっかりと準備をしていきたいで

す。委員会活動などの活動を安心して任せてもらえるよ

う、一生懸命頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期の学びをこれからに生かす 

            ３年７組 伊藤 和之 

 曲中の最高学年として過ごした半年は、とても内容が

濃く、自分自身を大きく成長させてくれたと思います。

まず、学年の振り返りとして、修学旅行があげられます。

修学旅行では、これまでにない初の試みである東京上野

の野外ステージで校歌を披露しました。会場には沢山の

ＯＢ、ＯＧの方々に来場していただき、会場一体となっ

て歌うことができました。中には涙を浮かべている方も

おり、大きな達成感を味わうことができました。また、

自分たちだけで活動する場面も多々あり、一つ一つ考え

ながら行動することの大切さを学ぶことができました。

楽しい思い出が沢山詰まった修学旅行でしたが、学年の

甘さも浮き彫りとなったと思います。この修学旅行を通

して経験した良いことも悪いことも決して無駄にする

ことなく、これからの生活に役立てて、学年全体として

もっと成長していかなければならないと思いました。自

分自身の振り返りとしては、水泳部の副キャプテン、体

育委員会の専門委員長という役割を担っていました。

「人の上に立つ」という立場になってから初めてわかっ

た感覚が、より自分の責任感を強くしてくれたと感じて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交通事故等、緊急を要することが起きましたら、休日でもその日のうちに学校か学級担任へ連絡をお願いい

たします。それでも連絡が取れない場合は、教頭へ連絡してください。事件・事故のない秋季休業になるよう

にご家庭のご協力よろしくお願いいたします。     大曲中学校 ６３－２２２２ 

                                 教頭 畠山・小松 

 部活動では、個人の結果には悔いの残るものがあり

ました、リレーで東北大会出場を果たすことができま

した。大会当日は、日々の努力、そして部員全員から

の東北一の応援が力となり、チームとして全県大会よ

りも速いタイムで泳ぐことができました。日々切磋琢

磨してきた仲間の存在が大きな励みになっていたこと

を実感できました。個人色の強い競泳という競技の中

で、いろいろな面での仲間の大切さがわかりました。

委員会活動では、放送での呼びかけや自分の当番など、

忘れることなく行うことができたので、これからも継

続していけるよう心がけていきます。また、後期には、

球技大会という大きな行事があります。体育委員会が

中心となる行事なので、全校生徒の皆さんの思い出に

残せるよう、積極的に行動し、委員全員で貢献してい

きたいと思います。 

 部活も引退し、この後期への移り変わりを一つの節

目として、受験生という意識をもって学習面にもっと

力を入れていきたいと思います。そして曲中生として

過ごす残り半年を「よく生きよ」という校訓を胸に刻

み、翠峰学年全体で悔いのない中学校生活を築き上げ

ていきたいです。 
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